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1  1ま  じ め  に

秋田県における酒造好適米の作付けは 725ha(1999年 )

であり,そのうち「美|1惨吊Jが 566ha作 付けされていて
,

酒造好適米の主力品種となっている。酒造好適米の栽培で

は,低 タンパクの玄米を安定して生産することが求められ

ていて、現在は,玄米のタンパク質濃度を高めやすい減数

分裂期以降の追肥を避け,幼穂形成期までに追肥を終える

ように指導されている。 しかし,幼穂形成期の生育を基に

追肥の可否を判断する具体的な解析はなされていない。そ

こで,「美山錦」において,幼穂形成期の窒素吸収量と追

肥が玄米収量やタンパク質濃度に及ぼす影響を調査 したの

で報告する。

2試 験 方 法

試験は1998年に秋田県農業試験場 (秋田市仁井日)で行っ

た。試験土壌は灰色低地土である。試験区の構成は窒素の

施用区分で,基肥が0 6kg/aに 6月 5日 (移 植後20日 ).

6月 21日 (同 35日 ),7月 5日 (同 50日 )にそれぞれ0 2kg

/aを施用し,各々に幼穂形成期に0 2kg/aを追肥した区

を設けた。箱育苗した中苗を機械で移植し,移植日は5月

14日 ,栽植密度は233株 /どである。収量調査は飾目が

2 0Ⅲmで行い,稲体窒素濃度の測定はセ ミミクロケルダー

ル法によった。玄米のタンパク質濃度はブランルーベ社

Infl a Aけ zcr500に よる全窒素の測定値に595を乗 じた値

とした。試験は3反復で行った。

3 試験結果及び考察

「美山錦」の幼穂形成期 (図では幼形とした)における

窒素吸収量と言当たりの全粒数及 7」 1次粒数の関係を図 1

に示 した。また,幼穂形成期の追llLに よる粒数の変化 もあ

わせて示した。nf当たりの今粒数は空素吸収量が608/

“

付近から横這いとなり,それ以上の吸収量でも特に増加

は見られなかった。また, 1次粒数についても同様に60g
/11i付近から横遣いとなり,増加は見られなかった。―一方,

幼穂形成期追肥を与えた場合には,ど当たりの全粒数及び

1次粒数とも窒素吸収量が60g/イ付近でピークとなり

それ以上では減少した。また,幼穂形成期追肥による 1次

粒数の増加の程度は小さく,全粒数の増加は主に2次粒数

の増加によった。

幼穂形成期の窒素吸収量と玄米重の関係を図2に ,玄米

のタンパク質濃度のとの関係を図3に 示した。玄米重に対

しては,窒素吸収量が60g/蟹付近にピークが見 られ
.

それ以 卜では減少 した。また,幼穂形成期追1巴を与えた場

合には,窒素吸収量が60g/ポ以_卜で玄米重が減少 した。

一方,玄米のタンパク質濃度は幼穂形成期の窒素吸収量に

関わらずほぼ一定であったが,幼穂形成期の追肥によって
,

. 1次粒数

幼形追肥無

。 全粒数

幼形追IB無

. 1次粒数

幼形追肥有

.全粒数

幼形追肥有

45  50  55  60  65  70  75
幼穂形成期の窒素吸収量(g/r)

図 1 幼穂形成期の窒素吸収量と籾数の関係 (1998)
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図2 幼穂形成期の窒素吸収量と玄米重の関係 (1998)
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